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クス ･ヴェ-バーの有名な ｢プロテスタンティズム倫理と資本主義の 『精神』｣









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































36 (614) 第176巻 第5･6号
では,私はやや筋が混乱するのではないかと思うわけです｡とするならば,こ
の2つの間のつながりは,｢求道者,河上肇｣｢求道の精神の持ち主,河上肇｣
というとらえ方ではないとらえ方をして見る必要がある｡
それを最後に述べておきますと,彼は,関戸閑人という生活を晩年に送りま
したけれども,世の中から完全に隠居して,単なる孤独な世間とは孤絶した日
常生活を送ったというふうな,そういう老残の生活というイメージで,私は受
け取ってはいけないのではないかと思うわけです｡彼の中には,道を得た者の
一貫した心情があった｡それがたまたま現れたのが,この1つの有名な詩です｡
昭和15年に書いた詩です｡
｢時勢の急に押されて悪性の変質者盛んに輩出す,憤慨の余り窃に-詩を賦
す｣という題が付いています｡
言ふべくんば真実を語るべし,
言ふを得ざれば黙するに如かず｡
腹にもなきことを
大声挙げて説教する宗教家たち｡
翼理の前に叩頭する代りに,
権力者の脚下に拝脆する学者たち｡
身を反動の陣営に置き,
ただ口先だけで,
進歩的に見ゆる意見を
吐き散らしてゐる文筆家たち｡
これら滑々たる世間の軽薄児,
時流を追うて趨ること
誓へば根なき水草の早瀬に浮ぶが如く,
権勢に阿附すること
誓へば蟻の甘きにつくが如し｡
河上肇記念講演会
たとひ一時の便利身を守るに足るものありとも,
彼等必ずや死後尽く地獄に入りて極刑を受くべし｡
言ふべくんば真実を語るべし,
真実の全貌を語るべし,
言ふを得ざれば黙するに如かず｡
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私は,この詩の中で河上が言っている ｢真実を語るべし,真実の全貌を語る
べし｣という言葉に注意を向けたいわけです｡つまり,社会科学的真理を彼が
追求したという場合に,その真理の追求の動力といいますか,彼を支えていた
のは,この歴史的な現実｡真実を語ることによって,その全貌を語るというこ
と｡ これが河上の後半生,社会科学的真理をひたすら追求する河上の動力で
あったと私は考えます｡だから,｢真実｣という言葉の中に,この宗教的真理
と社会科学的真理をつなぐ-うのキーワードというものが含まれているという
ふうに私は考えるわけです｡そういう意味で,河上の言葉 ｢真実を求める柔軟
な心｣というものは,非常に大切な表現であるし,マックス･ヴェ-バーが死
の間際に語った ｢DasWahreistdieWahrheit(真実こそは真理である)｣とい
う言葉と重なり合うものがあると解しているわけです｡以上で私の話を終わり
ます｡
